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キジハタ・アカムツ種苗生産施設を視察される坂本地方創生担当大臣と新田知事
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　昨年度に引き続き、富山県農林水産総合技
術センター水産研究所長を務めます。今年度
も、よろしくお願いいたします。
　一昨年末に中国武漢で発生した新型コロナ
ウイルスの影響が、まさかこんなに長引くと
は、昨年５月の段階では思ってもみませんで
した。本県の漁業も、魚価の低迷や魚の取引

（流通）量の減少など、大きな打撃を受けて
います。
　当水産研究所の研究員も他県等の研究員と
対面で会議が開けないことから、県間同士の
横の繋りが途絶え、親密な交流ができない、
有益な情報等が入ってこないなどの影響が出
ています。これらの問題を抜本的に打開する
施策の実施を強く願うばかりです。
　令和２年の本県の沿岸漁獲量は17,753トン
で、前年より約３千トン増えましたが、これ
は主にマイワシ（約1,600トン）とホタルイカ

（約1,400トン）の増加によるものです。２万
トンに届かなかったので、どちらかと言えば、
不漁の年になるでしょう。
　本県の主力魚種の一つであるホタルイカの
漁獲量は、平成30年、令和元年の２年の大不
漁の後、令和２年には1,885トンと豊漁となり
ましたが、今漁期は、４月下旬時点で1,144ト
ンと昨年よりも少ない状況になっています。
コロナ禍の中で、昨年中止となった「ほたる
いか海上観光」は規模を縮小して再開された
ことは嬉しいです。ただ、「新しい生活様式
の順守」や「県外への移動の自粛」の要請等
で、料理店や居酒屋での客足や消費が伸びず、
ホタルイカに限らず、本県に水揚げされた水
産物が地元経済の活性化に大きく寄与できな
いのは残念なことです。
　さて、本年度からは産（民間会社）学（大
学）官（地方の水産試験場）民（水産業関
係者）が共同で取り組む「スマート水産
業推進事業のうちICTを利用した漁業技術
開発事業」に本県も参画します。ICTとは
Information�and�Communication�Technology

の頭文字を取ったもので、「情報通信技術」
と訳せます。人工衛星や海洋観測等の情報を
即時的に処理して、多くの漁船に提供し、効
率的な漁獲に役立ててもらおうというもの
で、早期の実用化が期待されます。
　栽培漁業においては、今年度からアワビの
放流種苗の切り替えに挑みます。現在は、飼
育しやすいという理由で、エゾアワビが放流
されていますが、十分に高い放流効果が得ら
れていません。それで、元々富山湾に生息し
ていたクロアワビに切り替え、放流効果の向
上を期待するとともに、生態的にも元の状態
に戻したいというのが主旨です。
　また、本年度は５年に１度の富山湾漁場環
境総合調査が行われます。新しくなった調査
船「はやつき」などを駆使して、水質、底質、
藻場の漁場環境の現状を正確に把握し、漁業
関係者の皆さんにお伝えして、漁業に役立て
て頂きたいと思っています。
　内水面では、庄川上流域での平成30 ～令和
２年の３か年に及ぶアユ資源の「造成調査」
が終わり、ダム上流域でも、少なくとも支流
利賀川ではアユが十分に育つことが分かりま
した。本年度からは造成した資源の「有効利
用調査」が始まります。利賀川ではルアーの
オトリで普通の友釣り並みにアユが掛かる
か、また、前回の調査では確かめられなかっ
た庄川本流で巨アユが漁獲できるかなどに挑
みます。
　サクラマス調査においても、遅ればせなが
らドローンを導入する予定で、産卵場調査に
おいて、人が近づくことで魚が逃げる問題を
解決し、また、水面幅が広くて流量の多い箇
所など、人が入れない場所での調査が可能に
なると考えています。
　コロナ禍という暗雲が垂れ込む雰囲気にお
いても、水産漁港課との連携を密にして、水
産研究所が果たすべき調査研究を、勇気を
持って、推し進めたいと思っています。

コロナ禍という暗雲が垂れ込む中でも
所長　田子　泰彦
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　令和２年度の年度末も差し迫った令和３年
３月27日（土）、坂本地方創生担当大臣が本
研究所のキジハタ・アカムツ種苗生産施設を
視察された。令和元年10月の石井前知事を迎
えての整備記念式、令和２年11月の県議会の
経済産業委員会の委員（８名）が行政視察さ
れた日もそうだったが、当日も天候に恵まれ、
暖かい春の日差しが降り注ぐ快適な日となっ
た。
　視察の日の天気が良いとお互いに印象が良
くなるので有り難い。特に今回は、東京に出
されていた「新型コロナに関する緊急事態宣
言が解除になれば実施」という前提があり、
富山に来られるのかどうかも直前にならない
と分からなかったので、ひと際、嬉しく、印
象に残るものとなった（表紙写真）。
　当日の坂本大臣の視察行程にある県有の施
設は、水産研究所だけであった。このため、
キジハタ・アカムツ種苗生産施設の視察に加
え、水産研究所の会議室で、坂本大臣と新田
知事の懇談が行われる運びとなった。これは
私にも、魚の研究を担当する研究員にとって
も、極めて幸運なことであった。
　新田知事は坂本大臣を出迎えられるため
に、早めに水産研究所に来られた。私は知事
に挨拶した後、アカムツ担当の福西主任研究
員とキジハタ担当の中島主任研究員を知事に
紹介し、彼らも加わって、少し遠慮される知

事に、施設や水産の説明を行った。出先機関
にいる職員は、知事と直接話ができる機会は
めったにない。坂本大臣が到着されるまでの
約20分間、若い研究員を交えての新田知事と
の会話のやり取りはとても貴重で、印象に残
るものとなった。
　坂本大臣は定刻通りに施設に到着された。
私は内閣府の地方創生事業で本施設ができた
ことへの謝意に続いて、キジハタ、アカムツ、
サクラマス、ベニズワイガニについて展示水
槽で説明した後、施設の説明を行った。事前
情報では、大臣の水産への関心度は未知数と
のことであったが、とても強い関心を示され
た。説明時間が極めて短いという制約があっ
たので、私はかなり早口で話したが、大臣の
理解力は素晴らしく、いちいち頷かれ、質問
も多くされた。物の言い方も柔らかく、内容
も的確なのには感心した。最後に、坂本大臣
からは「これからは研究者を育てることが大
事になるね」とのお言葉を賜った。
　会議室で坂本大臣との懇談を終えられた新
田知事も、次の場所へ向かう車に乗られる際
に、見送りのために並んだ私たちに向かって、

「所長、今度また来ますので、ゆっくりと話
を聞かせてください」と言われ、水産に対し
て強い関心を示されたので、私たちの士気は
いやが上にも高まったのであった。

キジハタ・アカムツ研究施設に坂本大臣を迎えて
所長　田子　泰彦

新田知事への事前!?説明 キジハタ親魚池を注視される坂本大臣
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富山県とバイ貝
　私は「バイ貝」の刺身のコリコリとした触
感が大好きです。富山県では、深海に生息す
るエゾバイ科の有用巻貝のことを総称して

「バイ貝」と呼び、ツバイ、オオエッチュウ
バイ、カガバイ、チヂミエゾボラの４種がい
ます。その中で最も漁獲量が多いのはツバイ
で、富山県の「バイ貝」の過去10年（2011 ～
2020年）の平均漁獲量は129トンですが、そ
のうち58.5％をツバイが占めています。（図１）

　富山湾では重要な水産資源であるツバイを
保護するために、網目の拡大や殻高（殻の最
も長い部分の長さ）30mm以下の個体の再放
流が行われています（富山県漁業協同組合連
合会　2003）。

ツバイに関する知見
　ツバイはベーリング海、オホーツク海、北
海道から島根県沖の日本海および大和堆の水
深100 ～ 1,355mに生息しています（加藤　

1979a）。富山湾に生息する「バイ貝」４種類
の中で最も小型で、他の種類の殻高が100mm
を超えるのに対して、ツバイは大きいもので
殻高が70 ～ 80mm程度です。ツバイは１年で
殻高が約15mm成長し（加藤　1979b）、寿命
はオスで６歳、メスで８歳と考えられていま
す（土井　1990）。また、オスは殻高30mm、
メスは殻高45mm以上で成熟すると推定され
ています（前田　2003）。

ツバイの成長はとてもゆっくり？
　水産研究所では調査船立山丸で富山湾中央
部の水深約1,000mの場所で、平成12年から
継続的に桁網による採集調査を行ってきまし
た。この調査はベニズワイガニを採集して、
その資源状態を確認することが主な目的です
が、その際に「バイ貝」も一緒に採集され、
一番多く採れるのがツバイです。採れたツバ
イの殻高組成をヒストグラムにしました（図
２）。2007年に殻高15mmに大きな山が確認
され、年を経るにつれて成長して大きい方に
移動していく様子が確認できました。また、
2013年にも殻高15mmに山が出現し、成長し
ていく様子が確認できました。ツバイの成長
を調べるために、各年級群に殻高組成を分解
して、それぞれの平均殻高を算出しました。
すると、１年で平均殻高が約１～ 2.5mmしか
大きくなっていないことが分かりました。
　今回の結果では、今までの知見よりツバイ
の成長が遅い可能性が示唆されました。生ま
れたばかりのツバイは殻高が約２mmなので

（渡辺　2004）、殻高が30mmになるには相当
年数がかかり、寿命もかなり長いと推測され
ます。

ツバイの成長
海洋資源課　研究員　勘坂　弘治

図１　市場に並べられているツバイ
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深海の生き物はゆっくり生きている
　今回の結果では、ツバイの成長がかなり遅
く、長生きである可能性が示唆されました
が、これはツバイに限った話ではありませ
ん。北川（2016）が富水研だより17号で紹介
した2002年から飼育しているチヂミエゾボラ
はまだ生存中なので、少なくとも19年は生き
ており、とても長生きするようです。また、
ベニズワイガニのオスも漁獲可能な甲幅（甲

羅の幅）90mm以上になるまでに、９～ 11年
も要すると推定されています（前田・内山　
2011）。
　私たちが慌ただしく日々を過ごしている
間、深海の生き物はゆっくりとした時間の中
で生きているようです。このようなゆっくり
とした生活史を持つ生き物であることを意識
して、この資源を活用していく方策を考える
必要があると改めて思いました。
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図２　�採取されたツバイの殻高組成（黒矢じりは
2007年に出現した山、白矢じりは2013年
に出現した山）
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栽培・深層水課長　前田　経雄

海洋資源課　研究員　阿部　隼也

立山丸　副主幹（通信長）　山本三千男

立山丸　主任（一等航海士）　谷内　正尚

はやつき　技師（甲板員）　長倉　　諒

立山丸　技師（機関員）　慶伊　　翔

　４月１日付けで水産漁港課から水産研究所へ
異動となりました。水産漁港課の漁政係ではク
ロマグロの資源管理等、振興係では栽培漁業、
内水面漁業等を担当し、この間、漁業者や漁協
職員の方々をはじめ、関係市町や事業者の皆様
には大変お世話になりました。この場をお借り
して厚く御礼申し上げます。
　８年ぶりに戻ってまいりました水産研究所で

は、栽培漁業におけるキジハタ・アカムツの新
魚種の技術開発、漁場環境保全、藻場造成等の
調査研究を担う栽培・深層水課長に着任いたし
ました。富山県の沿岸漁業の振興につながる研
究成果が得られるよう努めてまいりますので、
今後もご指導ご鞭撻のほど、どうぞ宜しくお願
い申し上げます。

　今年度の新規採用にて入庁し、水産研究所海
洋資源課に配属となりました。担当は海洋観測
やブリの資源調査です。富山県の名産品である
ブリを担当できることに喜びとともに責任を感
じております。これまでに携われてこられた先
輩方の研究成果を活かしつつ、新しい観点から

研究ができるよう精進して参ります。
　日々勉強し、水産研究所の職員として一日で
も早く戦力となれますよう、そして大好きな地
元である富山県に水産の面から貢献できますよ
うに努力して参りたいと思います。皆様のご指
導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　令和３年４月１日付けで水産漁港課・漁業取
締船「つるぎ」から、漁業調査船「立山丸」に
異動となりました。「つるぎ」在任中は、業務
を通じて関係者の皆様方には大変お世話になり
ました。富山県の水産業の形態を違う形で実感
できたことは良い経験となりました。身内では

ありますが、水産漁港課の皆様、「つるぎ」の
船員の方々には本当に感謝申し上げます。９年
ぶりの「立山丸」勤務となりますが微力ながら
調査・研究のために船員として尽力を尽くしま
すのでご指導のほど、何卒よろしくお願い申し
上げます。

　令和３年４月１日付で、県教育委員会滑川高
校実習船「かづみの」から、水産研究所海洋資
源課「立山丸」へ異動となりました。高校での
３年間は、主に実習を中心とした授業を行って
まいりました。初めての教育現場ということも
あり、先生方には大変お世話になりました。こ
の場をお借りいたしまして、厚く御礼申し上げ

ます。
　水産研究所では「立山丸」での業務となりま
すが、引き続き安全運航に努めて参ります。
　至らない点も多々あるかと思いますが、今後
とも一層のご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願
い申し上げます。

　この度、滑川高校「かづみの」から水産研究
所「はやつき」に異動となりました。水産研究
所での調査船勤務は２年ぶりとなりますが、過
去に勤務していた経験を生かして船舶の安全運

航や正確なデータの収集に取り組んでいきたい
と思います。今年度からまたよろしくお願いい
たします。

　この度、令和３年度４月１日付けで水産研究
所海洋資源課「立山丸」の配属となりました。
以前からの嘱託職員、会計年度任用職員勤務に
引き続き、富山湾とともに育ち、豊かな海洋資
源の調査や研究等の為の運航、そして富山県の

水産業の発展に貢献し、船舶乗組員として全力
を尽くしていく所存でございます。まだまだ至
らぬ点も多々あると思いますが誠心誠意努力し
てまいりますので、どうかご指導ご鞭撻のほど
宜しくお願い申し上げます。

人事異動に係る挨拶

着　任
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富山海区漁業調整委員会　主任　飯野浩太郎

立山丸　副主幹（通信長）　日又　伸夫

環日本海環境協力センター　主任研究員　小塚　　晃

かづみの　主任（船長）　水林　伸夫

つるぎ　技師　九澤　真司

立山丸　技師（甲板員）　小森　恭一

　令和３年４月１日付けで、富山海区漁業調整
委員会（水産漁港課漁政係兼務）へ異動となり
ました。水産研究所では、ヒラメやキジハタ、
アワビといった栽培漁業対象種の放流効果調査
を担当させていただきました。特に市場調査や

キジハタの調査においては、多くの漁業関係者
の方々にお世話になりました。今後はまた違っ
た形で皆様と関わらせていただくことになるか
と思いますが、どうぞよろしくお願いいたしま
す。

　平成３年より富山県水産試験場の立山丸船員
として採用され30年余り勤務しましたが、３月
に定年退職いたしました。採用当時と比べると、
ただ操船や漁労調査をするだけでなく各研究員
の研究目的に合った調査方法や、器具の製作な
ど皆でアイデアを出し合い向上心のある明るい
職場になったと思います。
　今、多くの方々のおかげで大過なく定年を迎

えることができ、大変ありがとうございました。
　４月からは、再任用主任専門員（新造船はや
つき機関長）として、勤務することになりまし
た。最新鋭の調査船ではありますが、新造船に
よくある初期不良や使い勝手の悪さを解消し
て、より良い調査船になるよう努力いたします。
　今後ともよろしくお願いします。

　令和３年４月１日付けで、水産研究所海洋資
源課から公益財団法人環日本海環境協力セン
ターへ異動となりました。研究所では、富山湾
の海洋物理環境モニタリング、急潮対策、ブ
リや定置網漁業の資源管理手法開発などを担当
し、多くの方々にお世話になりました。船に乗
り、市場で魚体測定を行う中で、関係者の皆様
には書籍では得られない現場の知識を教えてい

ただき、大変勉強になりました。この場を借り
て御礼申し上げます。
　環日本海環境協力センターでは、衛星データ
や空中ドローンを利用して藻場や海洋環境を調
査する業務に従事します。宇宙、空の目から水
産業にも貢献できるよう頑張りたいと思いま
す。今後ともよろしくお願いいたします。

　令和３年４月１日付けで富山県立滑川高等学
校へ移動となりました。４年間の在職中は研究
所職員の皆さまには大変お世話になりましたこ
とを、この場をお借りして厚くお礼申し上げま
す。
　滑川高校ではこれまでとは全く違う業務を担

当するとともに、船長としての重責に身の引き
締まる思いですが、これからも様々なことを吸
収しながら成長していきたいと考えておりま
す。これからも皆様方のご指導ご鞭撻を賜りま
すようよろしくお願い致します。

　令和３年４月１日付けで、水産研究所「立山
丸」から水産漁港課「つるぎ」に異動となりま
した。水産研究所に在籍した３年間、多くの
方々に大変お世話になり、また、ご指導いただ
きました事に深く感謝を申し上げます。４月か

らは漁業取り締まりに関する業務に携わること
になりました。今までの経験を活かし、新しい
職務を遂行できるよう努力していきますので、
ご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申
し上げます。

　この度、令和３年４月１日付で水産研究所海
洋資源課「立山丸」に船舶職員として配属とな
りました。
　船舶職員として社会人としても１年生で、右
も左もわかりませんが、若さを武器に多くの知
識を素早く吸収できるよう一生懸命に頑張りま

す。地元である富山県の水産業の発展に貢献で
きるように全力を尽くしていく所存です。至ら
ぬ点も多いことかと思いますが、立派な船舶職
員となれるように努力を積み重ねていきますの
で、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上
げます。

転　出

退　職
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立山丸　技師（甲板員）　新鞍　利温

海洋資源課　臨時的任用職員　内山　　勇

　令和３年３月31日付けで富山県職員を退職い
たしました。
　平成30年４月に船舶職員として採用されてか
ら、３年間立山丸の甲板員として勤務させてい
ただきました。水産研究所での勤務は私にとっ
てとても貴重な経験でした。

水産研究所の一員として立山丸に乗船し、海洋
観測や漁業調査、日々の整備作業に携われたこ
とをとても光栄に思っております。これまで無
事に勤務できたのは皆様のご指導、ご鞭撻のお
かげです。深くお礼申し上げます。３年間あり
がとうございました。

　約１年の臨時的任用期間を終え、３月に退職
しました。水産研究所は５年前の定年退職およ
び43年前の新採時の職場で、しかも今回担当し
た内の沿岸観測の仕事は新採当時の担当業務で
した。偶然とはいえこんな事情から個人的にこ
の１年は、職業人生を感慨深く振り返る得難い
時間でした。と同時に、富山の水産業や研究・
行政の仕事を、渦中から少し離れた場所で見つ
め直す機会でもありました。その結果思うこと、

（1）水産資源を人間の思い通りに従わせることは
相当困難、（2）しかし水産業には大きな潜在力が
ある（（1、2）根拠：戦前からの漁獲統計）。（3）
ゆえに人間側がまず目指すべきは、海や魚への
理解を深め、これらと賢く付き合う術を探るこ
と。そうすれば、未来永劫人間は自然の恩恵を
受けることができる。職業人生の結論は、この
ような水産業にかかわる仕事に就けてとても幸
せでした。お世話になった皆様に、感謝します。

　今回はツバイに関する話題をご紹介しました。４月から新たなメンバーを迎え、富山県水産
業のさらなる発展を目指し、引き続き精力的に調査研究に取り組んでまいります。（Ｔ.Ｏ）

表紙の写真
　本年３月に、地方創生担当大臣と知事が当研究所にお越しになり、所長が施設等について説明

しました。詳しくは本文３ページ目の記事をご覧ください。

【令和３年４月１日付け水産研究所職員の人事異動について】
氏　名 新　所　属 旧　所　属

転入
前田　経雄 栽培・深層水課長 水産漁港課課長補佐・振興係長
阿部　隼也 海洋資源課研究員 新規採用
山本三千男 「立山丸」副主幹（通信長） 「つるぎ」副主幹（船長）
谷内　正尚 「立山丸」主任（一等航海士） 「かづみの」主任（船長）
長倉　　諒 「はやつき」技師（甲板員） 「かづみの」技師（甲板員）
慶伊　　翔 「立山丸」技師（機関員） 新規採用
小森　恭一 「立山丸」技師（甲板員） 新規採用
転出
飯野浩太郎 富山海区漁業調整委員会主任 栽培・深層水課主任研究員
小塚　　晃 環日本海環境協力センター主任研究員 海洋資源課主任研究員
水林　伸夫 「かづみの」船長 「立山丸」主任（一等航海士）
九澤　真司 「つるぎ」技師（甲板員） 「はやつき」技師（甲板員）
澤井　一彦 「かづみの」主任専門員（甲板員） 「はやつき」主任専門員（甲板員）
所内異動
浦邉　清治 内水面課副主幹研究員 内水面課主任研究員
竹澤　野葉 内水面課主任研究員 内水面課研究員
西浦　富幸 「立山丸」臨時的任用職員（甲板員） 「はやつき」主任専門員（機関長）
退職（令和３年３月31日付け）
日又　伸夫 「はやつき」主任専門員（機関長・再任用） 「立山丸」副主幹（通信長）
新鞍　利温 退職 「立山丸」技師（甲板員）
内山　　勇 退職 海洋資源課技師（臨時的任用職員）
森田　　満 退職 「立山丸」主任専門員（機関員）


